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(57)【要約】
　黒色または暗色の内面を特徴とする窓付きブレードケ
ースを有する内視鏡手術装置は、改善された実用可能性
および使いやすさを提供する。さらなる利点は、ブレー
ドケースの外面をフランジ状にすることと、掻取部先端
を設けること、により実現される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　黒色または暗色の樹脂固体形状を有するブレードケースを備え、
　前記ブレードケースの内面は、光を吸収し、
　光を吸収する前記内面は、黒色材料または暗色材料から形成された部品と一体である、
ことを特徴とする手術装置。
【請求項２】
　前記ブレードケースの前記内面の色は、黒色または暗色である、
請求項１記載の手術装置。
【請求項３】
　前記色は、暗色である、
請求項２記載の手術装置。
【請求項４】
　前記色は、黒色である、
請求項２記載の手術装置。
【請求項５】
　前記内面は、黒色樹脂を含む、
請求項１記載の手術装置。
【請求項６】
　最大強度に設定された内視鏡により４００ナノメートル－７００ナノメートルの範囲の
可視光が前記内面に当てられたときの反射光の測定値は、２０％未満である、
請求項１記載の手術装置。
【請求項７】
　手術中に光が当てられる内面を備え、
　前記内面は、カニューレとブレードケースとからなる群から選択される部品に属し、
　前記部品は、黒色または暗色の樹脂固体形状を有し、
　前記内面は、光を吸収し、黒色材料または暗色材料から形成された部品と一体である、
ことを特徴とする手術装置。
【請求項８】
　前記手術装置は、内視鏡装置である、
請求項７記載の手術装置。
【請求項９】
　手術中に光が当てられる内面を備え、
　前記内面は、カニューレとブレードケースとからなる群から選択される部品に属し、
　前記部品は、黒色または暗色の樹脂固体形状を有し、
　前記内面は、光を反射せず、黒色材料または暗色材料から形成された部品と一体である
、
ことを特徴とする手術装置。
【請求項１０】
　前記手術装置は、内視鏡装置である、
請求項９記載の手術装置。
【請求項１１】
　手術装置を製造する方法であって、
　手術中に光が当てられる前記手術装置の表面を光吸収面として形成する工程を有し、
　前記光吸収面は、黒色材料または暗色材料から形成された部品と一体であり、
　前記光吸収面を形成する工程は、出発材料を冷却および硬化されたとき、黒色の塑性固
体に形成する工程を含む、
ことを特徴とする方法。
【請求項１２】
　前記光吸収面は、金属を粗研磨加工またはグリットブラスト加工する工程を行うことな
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く形成される、
請求項１１記載の方法。
【請求項１３】
　前記光吸収面を形成する工程は、黒色材料または暗色材料から一体的な非積層部品を形
成する工程を含み、
　前記光吸収面は、前記黒色材料または前記暗色材料の上面である、
請求項１１記載の方法。
【請求項１４】
　前記手術装置は、内視鏡装置である、
請求項１１記載の方法。
【請求項１５】
　前記光吸収面は、ブレードケースの表面を含む、
請求項１１記載の方法。
【請求項１６】
　透明な中実部分により規定される少なくとも１つの窓を備える、窓付きブレードケース
を備え、
　前記窓付きブレードケースは、内視鏡の経路を収容する大きさである、
ことを特徴とする手術装置。
【請求項１７】
　前記窓付きブレードケースは、不透明である、
請求項１６記載の手術装置。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの窓は、前記内視鏡の先端部に配置される、
請求項１６記載の手術装置。
【請求項１９】
　前記内視鏡は、回転可能である、
請求項１８記載の手術装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも１つの窓は、１つの窓のみを備える、
請求項１６記載の手術装置。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つの窓は、２つの窓を備える、
請求項１６記載の手術装置。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つの窓は、３つの窓を備える、
請求項１６記載の手術装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つの窓は、第１窓と第２窓とを備え、
　前記第１窓と前記第２窓とは、大きさおよび形状のうちの一方または両方が異なる、
請求項１６記載の手術装置。
【請求項２４】
　前記手術装置は、内視鏡装置である、
請求項１６記載の手術装置。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つの窓は、
　前記窓付きブレードケースの第１側面に配置された第１窓と、
　前記窓付きブレードケースの第２側面に配置された第２窓と、
　前記窓付きブレードケースの底面に配置された第３窓と、
を備える、
請求項１６記載の手術装置。
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【請求項２６】
　透明な第１部分と、光を吸収する第２部分と、を含むブブレードケースを備える、
ことを特徴とする手術装置。
【請求項２７】
　前記透明な第１部分は、前記ブレードケースの頂部であり、
　前記光を吸収する第２部分は、前記ブレードケースの底部である、
請求項２６記載の手術装置。
【請求項２８】
　前記手術装置は、内視鏡装置である、
請求項２６記載の手術装置。
【請求項２９】
　前記透明な第１部分は、
　約２．０インチ－約３．５インチの範囲の長さ寸法と、
　約０．１５インチ－約０．２５インチの範囲の幅寸法と、
　約０．０１０インチ－約０．０２５インチの範囲の厚さ寸法と、
を有する、
請求項２６記載の手術装置。
【請求項３０】
　縁付き先端部で終端するブレードケースを備え、
　前記縁付き先端部は、前記ブレードケースの縦軸に沿って延びる掻取部を備え、
　前記掻取部は、前記ブレードケースの一部と一体部品である、
ことを特徴とする手術装置。
【請求項３１】
　前記掻取部は、広がり形状と、突出形状と、湾曲突起形状と、からなる群から選択され
る形状により規定される、
請求項３０記載の手術装置。
【請求項３２】
　前記手術装置は、内視鏡装置である、
請求項３０記載の手術装置。
【請求項３３】
　前記縁付き先端部には、ブレードが含まれない、
請求項３０記載の手術装置。
【請求項３４】
　前記縁付き先端部は、丸みを帯びている、
請求項３０記載の手術装置。
【請求項３５】
　丸みを帯びた前記縁付き先端部は、カニューレの遠位先端部周囲で９０°－１８０°の
総可動域を形成し、縁取りを施して丸みを帯びた縁形状により規定され、縁取り範囲は、
０．００１インチ－０．０１０インチである、
請求項３４記載の手術装置。
【請求項３６】
　ブレードと、
　未使用状態では第１ハンドピースに取り付け可能なブレードケースと、
　２つの位置間を移動する開放可能な遮断タブと、
を備える、
ことを特徴とする内視鏡手術装置。
【請求項３７】
　前記開放可能な遮断タブは、前記ブレードケースの上に位置する、
請求項３６記載の内視鏡手術装置。
【請求項３８】
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　前記開放可能な遮断タブは、前記第１ハンドピースから前記ブレードケースを取り出す
ことにより開放され、
　開放された前記遮断タブは、前記ブレードケースが前記第１ハンドピースに再度取り付
けられ、または第２ハンドピースに取り付けられることを防止する大きさの物理的遮断部
を形成する、
請求項３６記載の内視鏡手術装置。
【請求項３９】
　ブレードケースを備え、
　前記ブレードケースは、
　（１）４ｃｍ３未満の容積を占め、および／または０．３６ｃｍ２以下の断面積を有し
、および／または０．５４ｃｍ以下の高さを有するブレードケースと、
　（２）４ｃｍ３未満の容積を占めるブレードケースと、
　（３）０．３６ｃｍ２以下の断面積を有するブレードケースと、
　（４）０．５４ｃｍ以下の高さを有するブレードケースと、
　（５）０．０５５平方インチ未満の単位長さ当たりの最大外部容積を占め、８０％未満
の高さ対幅比率を有するブレードケースと、
からなる群から選択される、
ことを特徴とする内視鏡手術装置。
【請求項４０】
　前記ブレードケースは、３．４１ｃｍ３以下の容積を占める、
請求項３９記載の内視鏡手術装置。
【請求項４１】
　前記ブレードケースは、０．５４ｃｍ以下の高さを有する、
請求項３９記載の内視鏡手術装置。
【請求項４２】
　フランジを備える、
請求項３９記載の内視鏡手術装置。
【請求項４３】
　少なくとも約３．７５インチの長さを有するブレードケースを備える、
請求項３９記載の内視鏡手術装置。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概ね手術器具、特に内視鏡手術器具に関し、具体的には手根横靱帯の開放お
よび他の用途に用いることができる手術器具および方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　体腔内の組織の検査および処置（例えば、手根横靱帯の切開）に有用な手術器具の例は
、Ageeに付与された米国特許第４，９６２，７７０号、Ageeに付与された米国特許第４，
９６３，１４７号、Ageeに付与された米国特許第５，０８９，０００号、Ageeに付与され
た米国特許第５，３０６，２８４号、およびWellborn（Microaire Surgical Instruments
, Inc.）に付与された米国特許第７，９１８，７８４号などで説明されている。内視鏡は
、確立されている外科手技、例えば、手根横靱帯の開放に用いられる。内視鏡手術装置は
、手根横靱帯の切開用の切断組立品と、視覚化カメラシステムを有する内視鏡と、を含む
。
【０００３】
　しかし、現在の商業分野における内視鏡の使用に全く欠点がないわけではなく、一見す
ると、一定の不利な側面が内視鏡の使用に内在している。例えば、患者が手根管や肘部管
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の開放術を受ける理由は、これらの部位の組織が正中神経および尺骨神経を圧迫して痛み
や痺れ、機能喪失を引き起こすからである。内視鏡手術装置は、靱帯や組織を切開してそ
のような圧迫感を軽減するために用いられる。しかし、内視鏡手術装置を挿入して手術を
行うことで、内視鏡手術装置は、処置を行うのに必要なわずか５分の間に、神経に対する
圧迫感を強め、これによりさらなる潜在的な痛みや他の一時的合併症を引き起こす可能性
がある。
【０００４】
　現在普及している内視鏡の別の側面は、視覚化の機能に限界があることである。この限
界は、避けがたい、もしくは、実際にはなかなか対処できないようである。例えば、体腔
内で内視鏡からの光および内視鏡レンズを用いて作業するときに、金属表面の湿気および
光の反射は、必然的に視覚を悪くするようである。当業界には、好ましくない光の反射の
低減を試み、金属表面が鏡のようにならないように金属表面に粗いブラスト加工を行って
内視鏡の金属表面のつやを落す者もいる。しかし、再利用のために滅菌される医療器具の
表面が粗いことは、滑らかな表面と比べると、滑らかでない表面が完全に清潔であると確
認することが不確実であるという点であまり歓迎されない可能性もある。
【０００５】
　既存の内視鏡を用いた視覚化の別の側面は、内視鏡レンズを配向し所望の画像を得るた
めに患者の体内でのブレードケースの移動（特に回転移動）が必要とされてきたことであ
る。ユーザは理論的には患者の体内でブレードケースを移動せずに現行の器具を用いて、
患者の体内でブレードケースを回転も移動もさせずに所望の視覚画像を取得できることを
希望するが、使用可能な視覚画像は撮られない。
【０００６】
　また、現行の内視鏡のブレードケースは、患者の体内で一定のスペースを占領する。こ
のスペースで他の医療器具を使用して、各器具の機能を実行するためにこのスペースが必
要とされるとき、ブレードケースは、取り除かれ再度挿入されなければならない。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、既存の内視鏡手術器具の前述の欠点に対処することである。
【０００８】
　さらに、本発明の目的は、まぶしい反射光に伴う難点に比較的影響を受けない内視鏡手
術器具を提供することである。
【０００９】
　本発明の別の目的は、視覚化を実現するために、患者の体内で回転する必要性を最小限
にした内視鏡手術器具を提供することである。
【００１０】
　また、本発明の目的は、別の手術器具の場所を確保するために、最初の内視鏡手術器具
は取り除かれる必要があり、その別の手術器具の除去によりスペースが再び利用可能とな
った場合に、最初の内視鏡手術器具が再挿入される必要がある状況で、患者の体内に残し
たままにすることが可能である内視鏡手術器具を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明は、好ましい実施形態では、内面が光を吸収するブレードケースを備える手術装
置を提供する。例えば、本発明の手術装置では、ブレードケースの内面は黒色または暗色
である。本発明の手術装置では、ブレードケースは黒色の塑性固体を含む。本発明の手術
装置では、ブレードケースは、黒色樹脂から成る。本発明は、他の手術装置も提供する。
【００１２】
　別の好ましい実施形態では、本発明は、手術中に光が当てられる内面を備える手術装置
を提供する。内面は、カニューレとブレードケースとからなる群から選択される部品に属
し、光を吸収する（例えば、光吸収性材料を備える内面）。
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【００１３】
　本発明は、別の好ましい実施形態では、手術中に光が当てられる内面を備える手術装置
（例えば、内視鏡装置）を提供する。内面は、カニューレとブレードケースとからなる群
から選択される部品に属し、光を反射しない。
【００１４】
　別の好ましい実施形態について言及すると、本発明は、手術中に光が当てられる手術装
置の表面が光吸収面として構成される工程を有する、手術装置（例えば、内視鏡手術装置
）を製造する方法を提供する。例えば、本発明の方法では、光吸収面は、金属を粗研磨加
工またはグリットブラスト加工する工程を行うことなく形成される。本発明の方法では、
光吸収面は、黒色または暗色材料から形成された部分と一体化され、黒色材料または暗色
材料の上面である。本発明の方法では、表面を構成する工程は、黒色または暗色の表面層
を用いる工程と、薄い層として黒色または暗色の材料を光非吸収性材料に用いる工程と、
黒色材料または暗色材料から一体的な非積層部分を形成する工程と、出発材料を冷却およ
び硬化されたとき、黒い塑性固体に形成する工程と、を有する。本発明の方法では、光吸
収面は、ブレードケースの表面を構成している。
【００１５】
　本発明は、別の好ましい実施形態では、少なくとも１つの窓を備え、内視鏡の経路を収
容する大きさを有する窓付きブレードケースを備える手術装置（例えば、内視鏡手術装置
）を提供する。例えば、本発明の手術装置では、ブレードケースは、不透明である。本発
明の手術装置では、少なくとも１つの窓は、内視鏡の先端に位置する。本発明の手術装置
では、内視鏡は、回転可能である。本発明の手術装置では、少なくとも１つの窓は、１つ
の窓のみを備える。本発明の手術装置では、少なくとも１つの窓は、２つの窓を備える。
本発明の手術装置では、少なくとも１つの窓は、３つの窓を備える。本発明の手術装置で
は、少なくとも１つの窓は、大きさおよび形状のうちの一方または両方で異なる第１窓と
第２窓と、を有する。本発明の手術装置では、少なくとも１つの窓は、透明な固体部分に
より規定される。本発明の手術装置は、ブレードケースの第１側面に配置された第１窓と
、ブレードケースの第２側面に配置された第２窓と、ブレードケースの底面に配置された
第３窓と、を備える。本発明は、他の手術装置も提供する。
【００１６】
　別の好ましい発明では、本発明は、内視鏡を操作する方法であって、患者に手術をする
際中に、窓付きブレードケースを患者の体内に配置する工程を有する方法を提供する。窓
付きブレードケースは、少なくとも第１窓（例えば、空間を有する第１窓、透明樹脂から
成る第１窓）を備え、この第１窓を介して特定の工程が行われる。
【００１７】
　本発明は、別の好ましい実施形態では、透明な第１部分（例えば、約２．０インチ－約
３．５インチの範囲の長さ寸法と、約０．１５インチ－約０．２５インチの範囲の幅寸法
と、約０．０１０インチ－約０．０２５インチの範囲の厚さ寸法と、を有する透明な第１
部分）と、光を吸収する第２部分と、を含むブレードケースを備える手術装置（例えば、
内視鏡装置）を提供する。例えば、本発明の手術装置では、透明な第１部分はブレードケ
ースの上面部分であり、光を吸収する第２部分はブレードケースの底面部分である。
【００１８】
　本発明は、別の好ましい実施形態では、手術中（例えば、手根管開放術、肘部管開放術
、内視鏡手術、関節鏡手術、最小侵襲手術（例えば、皮膚の切開が約３ｃｍを超えない最
小侵襲手術、皮膚の切開が約１ｃｍ－約１．５ｃｍの範囲内の最小侵襲手術など）にブレ
ードケースまたはカニューレの窓を介して切開すべき組織をプレビューする工程を有する
方法を提供する。例えば、本発明の方法では、上部に窓を有する不透明なブレードケース
または上部に窓を有する不透明なカニューレを複数回挿入や除去することなくプレビュー
する工程が行われる。本発明の方法は、さらに、プレビューする工程が行われる時、切開
されるべき組織の長さに沿って内視鏡を上下に移動する工程を有する。本発明は、他の方
法も提供する。
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【００１９】
　本発明は、別の好ましい実施形態では、外面上に少なくとも１つの凹部を有するブレー
ドケースを備えた手術装置（例えば、内視鏡装置）を提供する。例えば、本発明の手術装
置では、少なくとも１つの凹部は、ブレードケースの外面に沿って長手方向に延びる。本
発明の手術装置では、ブレードケースは、フランジ付きブレードケースであり、少なくと
も１つの凹外壁を備える。本発明の手術装置は、１組の凹外壁と、凹外部側壁と、少なく
とも２つの外部側壁を備える。本発明の手術装置では、ちょうど２つの凹外部側壁が含ま
れる（例えば、本発明の手術装置は、非凹上面壁と、非凹底面壁と、を備える）。本発明
の手術装置は、凹外部底面壁を備える（例えば、本発明の手術装置では、非凹上面壁は、
平面を有する）。
【００２０】
　別の好ましい実施形態では、本発明は、縁付き先端部で終端するブレードケースを備え
、縁付き先端部は、ブレードケースの縦軸に沿って延びる掻取部を備え、掻取部は、ブレ
ードケースの一体化部品である手術装置（例えば、内視鏡装置）を提供する。例えば、本
発明の手術装置では、掻取部は、フランジ形状と、突出形状と、湾曲突起形状と、からな
る群から選択された形状により規定される。本発明の手術装置では、ブレードは、縁付き
先端部に含まれない。本発明の手術装置では、縁付き先端部は、丸みを帯びている。
【００２１】
　本発明は、別の好ましい実施形態では、内視鏡手根管手術中に滑膜を掻き取る工程を有
する手術装置を用いる方法を提供する。この掻取工程は手術装置により行われる。手術装
置は、内視鏡肘部管手術中に存在する筋膜付近の筋肉を分離することにも用いることがで
きる。例えば、本発明の方法は、内視鏡肘部管手術中に存在する筋膜付近の筋肉を分離す
る工程をさらに有する。筋肉を分離する工程は、滑膜を掻き取る工程を行う同一の手術装
置により行われる。
【００２２】
　別の好ましい実施形態では、本発明は、ブレードケースの縁付き先端部を滑膜に接触さ
せることにより滑膜を掻き取り、掻き取り工程中に内視鏡を配置して滑膜に光を当てる工
程および／またはブレードケースの縁付き先端部を筋肉に接触させることにより肘部管手
術のために筋肉を分離する工程を有する内視鏡手根管手術で組織を取り除く方法を提供す
る。
【００２３】
　別の好ましい実施形態について言及すると、本発明は、ブレードと、未使用状態では第
１ハンドピースに取り付け可能なブレードケースと、２つの位置間を移動する開放可能な
遮断タブ（例えば、ブレードケースの上に位置する開放可能な遮断タブ、ハンドピースか
らブレードケースを取り出すことにより開放される遮断タブ。開放されたタブは、ブレー
ドケースが第１ハンドピースに再度取り付けられ、または第２ハンドピースに取り付けら
れることを防止する大きさの物理的遮断部を形成する）と、を備える内視鏡手術装置を提
供する。
【００２４】
　本発明は、別の好ましい実施形態では、ブレードと、利用インジケータと、を備えた内
視鏡手術装置を提供する。ブレードを初めて用いるときには、利用インジケータは、手術
装置を見ている者には見えない内部位置を占める。ブレードを初めて用いると、利用イン
ジケータは、手術装置を見ている者から見える外部位置に移動する。
【００２５】
　別の好ましい実施形態では、本発明は、ブレードケースを備える内視鏡手術装置を提供
する。ブレードケースは、（１）４ｃｍ３未満の容積を占め、および／または０．３６ｃ
ｍ２以下の断面積を有し、および／または０．５４ｃｍ以下の高さを有するブレードケー
スと、（２）４ｃｍ３未満の容積を占めるブレードケースと、（３）０．３６ｃｍ２以下
の断面積を有するブレードケースと、（４）０．５４ｃｍ以下の高さを有するブレードケ
ースと、（５）０．０５５平方インチ未満の単位長さ当たりの最大外部容積を占め、８０
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％未満の高さ対幅比率を有するブレードケースと、からなる群から選択される。例えば、
本発明の内視鏡手術装置では、ブレードケースは、３．４１ｃｍ３以下の容積を占める。
本発明の内視鏡手術装置では、ブレードケースは、０．５４ｃｍ以下の高さを有する。本
発明の手術装置はフランジを備える。本発明の手術装置は、少なくとも約９ｃｍの長さを
有するブレードケースを備える。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
　本発明は図面を参照することにより理解できるものである。図面は必ずしも縮尺通りに
描かれてはいない。
　
【図１】本発明にかかる格納位置にあるブレード１００を有する例示的な手術装置１の斜
視図である。
【図１Ａ】本発明にかかる直立位置にあるブレード１００を有する例示的な手術装置１の
斜視図である。
【図２】図１の手術装置１に用いることができる本発明にかかるブレードケース２の断面
図であり、ブレードケース２の内面３により規定される内部の中空円形部分を示す。
【図２Ａ】図１の手術装置１に用いることができる本発明にかかるブレードケース２の断
面図であり、ブレードケース２の内面３により規定される内部の中空円形部分を示す。
【図３】図１の手術装置１に用いることができる本発明にかかるブレードケース１２の長
手方向断面図である。ブレードケース１２は全長１２Ｌを有する。
【図３Ａ】長手方向の１２Ｌを軸として９０°回転させた図３のブレードケース１２の長
手方向断面図であり、窓１１を示す。
【図３Ｂ】平面視のブレードケース１２の窓７、９、１１（図３－図３Ａ）の近接斜視図
である。光円錐１０は、直立の標準位置で内視鏡から発せられる。
【図３Ｃ】図３Ｂに対応する側面視の近接斜視図である。側面組織を見るために、光円錐
１０’は一方の側に４５°回転した内視鏡から発せられる。
【図３Ｄ】図３Ｂ－図３Ｃに対応する底面視の近接斜視図である。ブレードケース１２の
下の組織を見るために、光円錐１０”は、１８０°回転された内視鏡から発せられる。
【図４】手術装置１（図１）に用いることができ、全長２２Ｌを有する本発明にかかる透
明な上面付きブレードケース２２の断面図である。
【図４Ａ】図４のブレードケース２２の幅方向断面図である。
【図５】手術装置１（図１）に用いることができ、全長２３Ｌを有する本発明にかかる透
明な底面付きブレードケース２３の長手方向断面図である。
【図５Ａ】図５のブレードケース２３の幅方向断面図である。
【図６】手術装置１（図１）に用いることができ、全長３２Ｌを有するフランジ付きブレ
ードケース３２の長手方向断面図である。
【図６Ａ】フランジ付きブレードケース３２（図６）の幅方向拡大断面図である。
【図６Ｂ】図６Ａに対応し、凹部の深さ１６Ｄを示す。
【図７】本発明の実施形態のブレードケースの外面上の凹部に形成された突起部２１の断
面図である。
【図８】本発明の実施形態のブレードケースの外面上の凹部に形成されたフック形状の縁
部２４の断面図である。
【図９】手術装置１（図１）に用いることができ、全長４２Ｌを有し、先端部が尖った掻
取部付きブレードケース４２の平面図である。
【図１０】本発明にかかる掻取部先端４０を備えたブレードケース４２（図９）の側面図
である。
【図１０Ａ】図１０の掻取部先端４０を含む拡大図である。
【図１１】ブレードケース本体５０と、窓７、９、１１（図３－３Ａ）と、ブレードケー
スの透明な上面４と、ブレードケースの透明な底面４Ａと、ブレードケースの凹外面１６
と、および掻取部先端４０と、を構成する部品の本発明の実施形態における分解斜視図で
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ある。
【図１１Ａ】図１１に対応する組立斜視図であり、本発明の実施形態にかかる手術装置を
示す。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　本発明は、手術器具、手術装置、ならびに手術器具および手術装置の使用方法に一定の
進歩および改良を提供する。本発明では、手術装置の好ましい例は、内視鏡装置を備える
手術装置（例えば、図１の手術装置１）であり、「内視鏡手術装置」とも称されている。
本発明は、特に、ブレードケース（例えば、図２のブレードケース２）を備える手術装置
、例えば、ブレードケースを備える内視鏡装置を改良する。本明細書で提供されている革
新技術を組み合わせて用いることが好ましいが、必須ではない。
【００２８】
　ブレードケース２の内面３には、光を吸収する内面が特に好ましい。「光吸収」面の例
は、例えば、低い反射率を有する表面、低い反射性を有する表面、低いアルベドを有する
表面、非反射性表面、可視光を当てたときに測定した光の反射率の値が２０％未満になる
表面、などである。可視光を当てたときに測定した光の反射率とは、最大強度に設定され
た内視鏡により４００ｎｍ－７００ｎｍの範囲で可視光を当てたときに測定した光の反射
率を指す。本発明で用いる光吸収面の最も好ましい例は、黒色面または暗色面である。
【００２９】
　ブレードケース２には、窓付きブレードケース（例えば、図３－図３Ｄの窓７、９、１
１を備える窓付きブレードケース１２）が特に好ましく、３つで１組の窓が最も好ましい
構成である。
【００３０】
　この３つ１組の窓７、９、１１において、第１窓１１の寸法の好ましい例は長さが約０
．１インチ－約０．３インチで、幅が約０．０５インチ－約０．１インチであり、第２窓
７および第３窓９の寸法の好ましい例はそれぞれ長さが約０．２インチ－約０．５インチ
で、高さが約０．０５インチ－約０．１インチである。別の例では、第１窓は約７ｍｍの
長さ寸法と、約１．５ｍｍ－約２ｍｍの範囲の幅寸法と、を有し、第２窓および第３窓は
約７ｍｍの長さ寸法と、約１．５ｍｍ－約２ｍｍの範囲の幅寸法と、を有する。
【００３１】
　図３Ａ－図３Ｄに示すように、光円錐１０、１０’、１０”は、窓１１および窓７、９
を背景にして示される。光円錐１０、１０’、１０”は、３つの異なる位置の内視鏡の視
覚的円錐を示す。
【００３２】
　窓７、９、１１は、例えば、ブレードケース１２の側面および底面に孔を切削すること
により容易に形成される。
【００３３】
　窓７、９、１１から（回転する内視鏡を用いて）、軟組織の生体構造を手術中に見るこ
とができる。
【００３４】
　ブレードケース２には、透明な上面付きブレードケース、例えば、ブレードケース２２
（図４－図４Ａ）が好ましい。ブレードケース２２の透明な上面４は、ブレードケース２
２の全長２２Ｌに沿って内視鏡を介した視覚化を可能にする。
【００３５】
　ブレードケース２には、透明な底面付きブレードケース、例えば、ブレードケース２３
（図５－図５Ａ）が好ましい。透明な底面４Ａは、ブレードケース２３の全長２３Ｌに沿
って内視鏡を介した視覚化を可能にする。
【００３６】
　好ましくは、ブレードケース２は、透明な底面および透明な上面の両方を有する。
【００３７】
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　ブレードケース２２の本体５と、ブレードケース２３の本体５Ａと、を形成するために
、好ましくは比較的強靱な不透明材料が用いられる。上面４および底面４Ａは、ブレード
ケース２２の全長２２Ｌおよびブレードケース２３の全長２３Ｌに沿って内視鏡が動かさ
れるときに内視鏡を介した視覚化を可能にする透明材料から構成される。上面４および本
体５（ならびに底面４Ａおよび本体５Ａ）に用いられる材料の組み合わせは、不透明設計
の剛性を保持しつつ、上面４（および底面４Ａ）が透明でない場合よりも明瞭な視覚化を
可能にするために選ばれている。透明な上面４または底面４Ａの厚さの例示的な範囲は、
約０．０２０インチ－約０．０４０インチである。
【００３８】
　ブレードケース２には、フランジ付きブレードケース、例えば、ブレードケース３２（
図６－図６Ｂ）が好ましい。図６Ａでは、現在販売されている内視鏡のブレードケースの
線形の輪郭６が点線で示されている。本発明は、線形輪郭６を回避し、これに代えて凹面
１６（図６Ａ）を形成するために提供される。凹面１６を形成することにより、本発明の
断面輪郭は、砂時計の形状に近くなる。凹面１６は、ブレードケース３２の外部に沿って
軸方向に延びる。凹部は、非凹面部分１７と非凹面部分１８との間の凹面１６により規定
される。凹部は、軟組織を収めるポケットと、ブレードケース３２の上面１９上を当該軟
組織が滑ることを克服するための障害物と、を作り出す。
【００３９】
　図６－図６Ｂは、ブレードケースの両側面に入り込む凹部の構造を示し、他の実施形態
では、凹部はブレードケースの一方の側面のみに入り込む構造となっている。
【００４０】
　凹部の深さ１６Ｄ（図６Ｂ）は、非凹面部分１７により規定される線１７’と、凹面１
６の最も凹んだ地点２０を含み、線１７’と平行に引かれた線２０’と、の間の距離であ
る。約３．７５インチ－約３．８インチの全長３２Ｌを有するブレードケースでは、凹部
の深さ１６Ｄの好ましい範囲は、約０．０２５インチ－約０．０５０インチである。
【００４１】
　凹部の長さの例は、例えば、ブレードケースの全長に等しい長さ、ブレードケースの全
長より短い長さである。凹部がブレードケースの全長より短い長さで延びている場合、凹
部の長さがブレードケース３２の先端部３３（図６）から始まり、先端部３３の後方に延
びるようにするためには、少なくともブレードケース３２の全長の約半分に等しい長さが
好ましい。
【００４２】
　図６－図６Ｂは、ブレードケースの側面に入り込む凹部の構造を示し、他の実施形態で
は、凹部はブレードケースの底面に入り込む構造となっている。例えば、ブレードケース
の凹底面は、肘部管開放術で尺骨神経を扱う際に特に有用であると考えられている。
【００４３】
　図６Ａでは、凹面１６は、滑らかなものとして示されている。なお、当然のことではあ
るが、凹面は、全ての実施形態において滑らかである必要はない。例えば、いくつかの実
施形態では複数の突起２１（図７）は、凹面１６’の一部として形成される。別の例とし
ては、他の実施形態において表面１６”は、完全に対称ではないが、ほぼ凹状であり、例
えば、フック形状の縁部２４（図８）により規定される凹部である。
【００４４】
　凹面１６を設けた結果、フランジ２５（図６Ａ）が形成される。
【００４５】
　ブレードケースの先端部形状の例は、丸みを帯びた縁取り先端部であり、例えば、カニ
ューレの遠位先端部周囲で９０°－１８０°の総可動域を形成し、丸みを帯びた縁形状を
しており、縁取り範囲は０．００１インチ－０．０１０インチである。
【００４６】
　好ましくは、掻取部先端、例えば、掻取部先端４０（図１０－図１０Ａ）は、ブレード
ケースに含まれる。好ましくは、掻取部先端４０は、手根管手術中にブレードケース４２
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の上部平面に沿って存在する滑膜や他の組織を掻き取る鋭利な刃と共に遠位方向に広げら
れる。掻取部先端４０の鋭利さの程度については、好ましくは、掻取部先端４０は、滑膜
や他の生物組織を切るほどには鋭利でないが、横断する靱帯から生物組織を掻き取るほど
に鋭利であることである。
【００４７】
　有利なことに、フランジ形状の掻取部先端、例えば、掻取部先端４０は、肘部管の手術
中に筋肉を切らずに筋肉を分離することにも用いることができる。
【００４８】
　遠位に広がった掻取部先端、例えば、掻取部先端４０を備える内視鏡器具は、所定の掻
き取りが必要な場合に用いられる別の掻取部の場所を確保するために引っ込める必要なし
に、患者の体内に残したままにすることが可能である。
【００４９】
　本発明は、以下の実施例を参照すればさらに理解できるものであるが、本発明は、これ
らの実施例に限定されるものではない。
【００５０】
　実施例１
　この実施例では、本明細書の図面における本発明の内視鏡手術装置は、０．０５５平方
インチ未満の単位長さ当たりの最大外部容積（Ｖ／Ｌ）を占め、高さと幅の比率（Ｈ／Ｗ
）が８０％未満のブレードケースを備える。当然のことながら、Ｖ／Ｌ（単位長さ当たり
の最大外部容積）は、本質的に断面積を反映する。本明細書では「最大値」を参照する。
射出成形樹脂部品では、中心部から先端部に向かう部分の大きさが小さくなることに対応
して、側壁に沿っていくらかの量の抜き勾配が常に期待されるからである。
【表１】

*市販されている内視鏡手術装置
 
【００５１】
　８０％以下のＨ／Ｗを有する（すなわち、高さよりも幅が大きい）本発明の実施例とは
対照的に、現在販売されている内視鏡手術装置のブレードケースは、１１２％のＨ／Ｗを
有する（すなわち、幅よりも高さが大きい）。本発明の実施例は、１００％未満のＨ／Ｗ
を有するため、ブレードケースの剛性および強度は、１１２％のＨ／Ｗを有するケースと
比べて小さくなる。ブレードケースの剛性および強度を必要な水準にするために、本明細
書の図面に説明するさらなる機能を用いることが、大変好ましい。
【００５２】
　市販の内視鏡手術装置の最大Ｖ／Ｌを１０％低減することは、当業者にとって大幅な改
良であると考えられるであろう。当業者がＶ／Ｌを検討する背景は、以下の通りである。
すなわち、患者が手根管・肘部管の開放術を受ける理由は、これらの領域の組織が正中神
経および尺骨神経を圧迫し、痛みや痺れ、機能喪失を生じさせるからである。内視鏡手術
装置は、靱帯や組織を切開してそのような圧迫感を軽減するために用いられる。しかし、
内視鏡手術装置を挿入して手術を行うことで、処置を行うのに必要なわずか５分の間に内
視鏡手術装置は、神経に対する圧迫感を強め、これによりさらなる潜在的な痛みや他の一
時的合併症を引き起こす可能性がある。本発明による内視鏡手術装置のＶ／Ｌの低減は、
手術中に内視鏡手術装置が神経に与える圧迫感を、Ｖ／Ｌの低減により速やかに、かつ、
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直接的に小さくするという点で極めて有利である。
【００５３】
　実施例２
　本実施例では、ブレードケース本体５０は、一体形成された掻取部先端４０と、窓７、
９と、凹壁部１６と、を備える。本実施例のケース本体５０は、不透明な黒色であり、透
明な部分４、４Ａに用いたものより比較的強固な材料から形成されている。
【００５４】
　ケース本体５０、透明な上部面部分４、透明な底面部分４Ａ（窓１１を備える透明な底
面部分４Ａ）は、図１１Aの手術装置の中に組み立てられる。
【００５５】
　本発明の好ましい実施形態について説明したが、当業者は、本発明が添付の特許請求の
範囲の趣旨および範囲内で変更を加えて実施できることを理解するであろう。

 

【図１】 【図１Ａ】
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【図２】 【図２Ａ】

【図３－３Ａ】 【図３Ｂ】
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【図４－４Ａ】 【図５－５Ａ】
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【図６Ｂ】

【図７】

【図８】

【図９－１０】



(17) JP 2018-528816 A 2018.10.4

【図１０Ａ】 【図１１】

【図１１Ａ】



(18) JP 2018-528816 A 2018.10.4

10

20

30

40

【国際調査報告】



(19) JP 2018-528816 A 2018.10.4

10

20

30

40



(20) JP 2018-528816 A 2018.10.4

10

20

30

40



(21) JP 2018-528816 A 2018.10.4

10

20

30

40



(22) JP 2018-528816 A 2018.10.4

10

20

30

40



(23) JP 2018-528816 A 2018.10.4

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,T
J,TM),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,R
O,RS,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,
BA,BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,H
N,HR,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG
,NI,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,
UA,UG,US

(72)発明者  ヴォーン　シャノン
            アメリカ合衆国　２２９１１　ヴァージニア州，シャーロッツビル，グランド　フォークス　ブー
            ルヴァード　３５９０
Ｆターム(参考) 4C160 LL30 
　　　　 　　  4C161 GG27  JJ06 



专利名称(译) 内窥镜手术装置和其他手术装置

公开(公告)号 JP2018528816A 公开(公告)日 2018-10-04

申请号 JP2018510405 申请日 2016-08-25

[标]申请(专利权)人(译) 微型空气手术器械有限责任公司

[标]发明人 ケラーダグラス
ヴォーンシャノン

发明人 ケラー ダグラス
ヴォーン シャノン

IPC分类号 A61B17/94 A61B1/00

CPC分类号 A61B17/320036 A61B1/0669 A61B1/313 A61B17/320016 A61B90/92 A61B2017/32004 A61B2090/034 
A61B2090/0814

FI分类号 A61B17/94 A61B1/00.T

F-TERM分类号 4C160/LL30 4C161/GG27 4C161/JJ06

代理人(译) 西村圭一

优先权 14/843417 2015-09-02 US

外部链接 Espacenet

摘要(译)

具有具有黑色或深色内表面的开窗刀片盒的内窥镜手术装置提供了改进
的实用性和易用性。 通过将刀片壳体的外表面形成为凸缘形状并且通过
提供刮削尖端来实现进一步的优点。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/0f60b865-63f0-4c61-bce0-d89416282a57
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/058103335/publication/JP2018528816A?q=JP2018528816A

